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ここ1, 2年前から， 従来の酸性雨の問題に加えて

エネルギ ー 需要に直結する炭酸ガスなどによる地球温

緩化の地球規模蝶境問題への関心が急に高まり， 様々

な場で活発な議論がなされてきているこの論議の中

では， この課題がポ ー ダ ー レスなものであることが俄

かにクロ ー ズアップされ， 特に輸入資源に大きく依存

しながら世界の経済大国となったわが国にとってはこ

れまでに経験していなかったような極めて多角的な対

応があらためて必要となってきている．

エネルギ ー 供給面では， 言い尽くされてきたことな

がら， エネルギ ー 資源小国の立場からエネルギ ー 供給

多様化によるエネルギ ー 安全保証の確保， コストや環

境との調和を図るベストミックスの達成がこれまで以

上に重要な課題といえる． 二度の石油ショックを契機

として輸入石油への依存度を軽減する石油代替エネル

ギ ー としてLNGや原子力の利用拡大が急速に進んで

きた最終的にはクリ ー ンなエネルギ ー として期待さ

れている核隔合や水素のエネルギ ー としての利用が可

能となることが待たれるがいまだ実用化への道程は判

然としない． 従ってこれから相当長期に亙っては， 現

在利用されているエネルギ ー 技術の高度化と共に， 自

然エネルギ ー や未利用エネルギ ー の利用拡大などが積

極的に進められることが必要となる． ただ， これまで

以上に環境との調和， 供給の安定性， コストなどを重

視しつつ進めることが重要となるこのためには研究

開発技術開発の重要性とバランスのとれた評価のな

されることが必要と痛感される． 残念ながら一部には，

特定の技術に対しての過大な期待感が先走りしている．

例えば， 太陽や風力に代表される自然エネルギ ーでは，

米国の西海岸地域との比較で日本は消極的と指摘され

＊関西電力瞬

〒530大阪市北区中之島3-3-22

ほど日射がつよく， 雨もほとんど降らず， 陸地部と太

平洋との大きな温度差から強い東風が午前中から夜ま

でコンスタントに吹くことが繰り返され， しかもこれ

を利用するための設備を設けるための広大な土地が砂

漢や牧場などで極めて安価に得られるというような日

本とは全く異なる条件が有利にはたらいている． その

上， この間に得られる電力は電力需要のピ ー クの出現

とほぼ一致する好条件が重なるこの点では， 残念な

がら我が国は恵まれておらず違った知恵を発揮する必

要がある

一方， エネルギ ー 需要の面では二度の石油ショ ック

を契機に我が国では世界でも例がないほどに「省エネ

ルギ ー 」の展開がなされた． 省ェネルギ ー 型の家庭電

気製品や燃費効率の高い自動車の普及， 鉄鋼やセメン

トの製造工程などに代表される省エネルギ ー ・ プロセ

スヘの転換などが定着している． 既にいろいろな面で

高度な便宜性， 豊かさが享受できるようになってきた

我が国では，「省エネルギ ー 」の意味するものが時代

と共に変化し単純な節約だけでなくエネルギ ー の高効

率利用へと新たな展開が必要となってきている例え

ば， コジェネレ ー ションや廃熱未利用エネルギ ー での

熱エネルギ ー の利用拡大が盛んに提唱されてきている．

望ましい方向ではあるが， 積極的に展開するには， 低

質の熱利用が余り普及していないわが国では， 供給ネ

ットワ ー クの構築が条件整備として不可欠であり， 国

策としての展開が望ましいことになる．

エネルギ ー 消費に伴う環境保護の技術対策面でも，

我が国では脱硝， 脱硫技術とエネルギ ー の高効率利用

の両面から世界に誇れる水準に達していると言えよう．

新たに喚起されてきている炭酸ガス問題では， 炭酸ガ

スの放出による地球温暖化の実態やメカニズムの解明，

温暖化の影響の解明が科学的にも是非必要であること
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は論を待たないが，これと共に炭酸ガスの分離，回収，

固定，再生利用などの面から研究開発，技街開発を積

極的に推進することが必要となる．

我が国の場合には特に，エネルギーの需要計画から

環境対策まで全て国際性の強いものであることがこれ

国際シンポごあんない
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まで以上に広く認識，理解されねばならず，また単に

技術移転が可能とすることに止まらないわが国の国際

協調，協力が積極的に推進されることが必要と痛感さ

れる．
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